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仏教の開祖である釈迦は茶毘に付された後遺骨を残し、それは舎利と呼ばれ、

釈迦信仰のーっとなりインドから日本にまで広まりました。ですから、舎利や

それに関連する塔という用語は仏教文学や他の記述において独特な意味を持っ

ているのです。例えば、仏教文学のジャンルの一つで、釈迦の前世を描いてい

る「本生語」は舎利（及び塔）信仰と直接に結びついていると思われます。

今日は日本中世文学上に見られる舎利記述を検討し、その意味を考察したい

と，思っております。中世文学の基になるものは主に古代アジア文化や古代日本

の文献ですから、それらの舎利記述についてまず検討してみたいと思います。

つまり本生謹等の文学を読み解く事によって、舎利の供養、安置、分配等に関

する記述が何を意味するのかを理解でき、舎利が日本文学において、どのよう

な意義を持っていたのか、或いは中世前期の社会にどのような意味があったか

を分析できるのではないでしょうか。

アジア・東アジアにおける舎利信仰

アジアの仏教では紀元前2世紀・ 1世紀に建立された仏舎利塔に釈迦の生涯、

舎利の分配、叉は釈迦の前世（本生）が描かれています？その主なモチーフは

釈迦の前世に菩薩行として行った布施についてです。釈迦の布施のテーマは二

つあり、一つは菩薩が行う中でも究極的な布施として知られる、捨身行という

命を捧げる行為です。これは日本を含め、東アジアでよく知られている二つの

有名な本生語に描かれています。例えば、『大智度論』②や教典には戸毘王の鳥
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に対する捨身行が描写されており、又、 『金光明最勝王経Jなどは摩詞薩唾王

子の虎への捨身行を描いています。しかも、 f最勝王経Jでは、釈迦はその前

世に捨てた身から残された舎利と安置した塔を弟子に見せ、仏教徒にとっては

この捨身行をした仏陀が最高の福田（布施の対象）であると説法しているので

す？この話は塔・舎利塔は供養によって得られる功徳と釈迦が行った究極の布

施が繋がっている聖なる場であることを想起きせ、信者に強い感銘を与えたと

思われます。稀に他の菩薩の捨身行も描写されています。例えば、『法華経薬

王菩薩本事品Jには薬王菩薩が前世喜見菩薩として日月浄明徳仏の前で捨身し、

又、日月浄明徳仏の摩詞浬繋後、その仏舎利を84000の塔に安置させたという

記述がありますが、このように薬王菩薩の仏陀・仏舎利塔に対する捨身も描か

れていたのです。

修辞学的に見れば、このような話は信者が塔を建立したり、宝物や捨身行を

供える（布施をする）ことによって、釈迦の前世の捨身行に報恩する事ができ

るのだ、という叙述的論理・モチーフを表現していると考えられます。

もう一つのテーマはその本生謹に描かれている菩薩が大方王や王子であった、

という点にあります。後の仏教文学には本生謹の中で菩薩の恩とみなされた捨

身行に対して、阿育王や他の仏教徒であった王侯貴族が究極的な布施に準じる

とされる行為、例えば莫大な宝物を供えるという布施行為、あるいはその動機

がよく描写されています？しかし、阿育王や東アジアの王侯貴族は釈迦の布施

という行動を真似するだけではなく、釈迦の捨身行に対して報思するという動

機もありました。つまり仏舎利に対する供養や塔の建立等の布施は釈迦の布施

のミメーシス（擬態）であり、同時に釈迦の布施に対する報思の儀式でもあっ

たように表現されています。

このように仏教文学等の中で「舎利」に関する記述を検討してみると、「舎

利」が釈迦の遺骨という以外に、別の意味を含んでいたこと、つまり古代や中

世日本の貴族社会が舎利の多面性を認識していたことが分かります。例えば

『日本書紀jには、司馬達等が仏舎利を発見し、その霊験を認識していたこと
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が記されています？この話は、中国の仏教文学にも見出されるので、その影響

の大きさがよく理解できるでしょう？つまり、東アジア人にとって仏舎利は信

者の「如意」、つまり願いを叶えるパワーを持つ事が日本古代文学の中で描か

れているのです。

古代日本の文学と舎利

日本古代の皇室やその周辺の人々は舎利と捨身行の深い繋がりを意識してい

たと思われます。例えば、法隆寺の玉虫の厨子には舎利供養と本生の釈迦の捨

身が描かれています。又、伝記や説話、往生伝などのジャンルには舎利につい

ての記述が特によく見られます。例えば伝記の場合、聖人伝であるので、善行

が中心にされますが、それに限らず聖人は仏や菩薩に近い存在であるという事

が描かれています。その時に仏舎利が釈迦や菩薩の象徴として現されているの

です。例えば、 『太子伝古本目録抄Jには、聖徳太子が二歳の時、手に白色の

仏舎利を持っていたことが描かれています？このように、遅くとも中世前期ま

でに、太子と釈迦との深い関係が暗示されているのです。また、高僧伝には七

世紀から中国に巡礼した日本の僧侶がしばしば舎利を日本に請来する（持帰る）

事が描かれています。例えば、道昭（629-700）伝には、道昭は玄突から舎利

や経論を授かったと述べられています？そして道昭以降、舎利の請来を記録し

た伝記や史料は徐々に増えてくるのです。例えば 『唐大和上東征伝jには鑑真

(687-763）の請来した三千粒の舎利について描写されています？また、天台宗

の円仁はその 『巡礼行記Jに仏舎利や塔の信仰をについて記し、後にその伝記

に日本に舎利を請来し、舎利会を比叡山で始めた事を書き残しています。

真言宗の開祖空海は仏舎利80粒だけではなく、舎利や塔の供養を描写したお

経も中国から持ち帰ったことが知られています？空海の遺言や伝記にその舎利

の由来や供養の意味が記されています。特に10世紀に成立したと思われる『二

十五ヶ条御遺告j第14には空海の造った後七日御修法という大内裏の儀礼の特

性に少し触れ、悌舎利が重要な供養の対象で、あった事が強調されています？し
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かも、東寺の長者が担当であった事が描かれています？つまり、『御遺告Jに

は、後七日御修法は御斎会や他の修法と違い、宮中の年中行事化された儀礼と

しては唯一一宗派で、守って行くべきものであると書かれています？その悌舎利

は朝廷のタカラモノ、というよりも、真言密教の宝物として新年に玉体安穏・

宝酢無窮・鎮護国家・五穀豊穣を祈願し、成就されると考えられていたのです。

また、『御遺告』には仏舎利を32粒？と金・銀などの財宝と混合すれば、「能作

性」知意宝珠を作ることができることが強調されています？こうして、舎利は

釈迦の遺骨でありながら、空海が持ち帰ったことにより、弘法大師信仰⑮にも

繋がり、宗派内部では真言密教の伝法－聖なる流 を象徴する宝珠ともなった

のです。

中世田本の文学と舎利

こうして古代から中世にかけて聖徳太子伝や高僧伝・遺言の中ではそれぞれ

が仏舎利と深い関りを持っていた事が描かれています。これは在家や出家に対

しては、仏教の説法を現すものとして、又出家側からは、宗教的な権威を象徴

するものとして仏舎利が用いられていたと言えるのではないでしょうか。

しかし、仏舎利の文学上の意味は決して太子伝や高僧伝や遺言に限られてい

ませんでした。説話にも仏舎利や塔を描写した記述が頻繁に見られました。例

えば、『日本霊異記』（中巻第31）には、塔を建立する事を祈願した近江の人に

は、左手を握った女の子が生まれました。七歳になり、手を開いた所、舎利二

粒あり、それを父親が作った塔に安置するとすぐ女の子は亡くなりました。つ

まり、女の子は菩薩の化身として父の祈願を満たす為に生まれたのです、また

舎利の霊験はその存在だけではなく、父の信心を具現化しています。このよう

に説話にも、高僧や菩薩や仏の化身と舎利霊験の関連が描かれているのです。

10世紀後半の『三宝絵詞Jには本生護の捨身行やその後の仏舎利塔の建立に

ついて描き、教典上の仏舎利記事を引用し、比叡山の舎利会など現地の仏舎利

供養活動を記しています。源為憲が尊子内親王のために書いたこの説話集は出
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家の功徳を強調しながら釈迦の捨身や布施をもよく描き、それを真似ることに

よって報思の功徳が得られることを強調しています。上巻「仏法」の序文は釈

迦が前世に衆生のために至る所で捨身したという話で始まり、「檀波羅蜜」と

いう最初の章では戸見王の捨身が最高の布施であると語っています。又、本生

語の後半の章で見られる二つの話の中では、捨身した獅子や魔詞薩唾王子の遺

骨を王が塔に安置し、供養している様子を描いています？

1040年代に成立した、天台僧鎮源の『法華験記』には法華経持経者の無名沙

門（巻上第15）が捨身（焼身）し、後にその弟子が墓所を尋ねて見た時のよう

すを次のように描いています。

有仏舎利。発奇怪心。摺拾舎利。量過一升。普施一切。令得供養失？

つまり、この沙門は単なる人間ではなく、法華経のなかで捨身した喜見菩薩の

生まれ変わりとして描かれているのです。ここで又、『三宝絵調Jと同様に、

平安中期には、舎利信仰と捨身行の関連が知られていた事が見受けられるので

す。

『日本霊異記Jや『三宝絵詞Jにみられる舎利の描写はそれぞれ庶民や貴族

に対して書かれたと考えられますので、平安時代までに舎利信仰は社会に深く

浸透していました。特に『三宝絵詞』の「比叡山舎利会」には、女人結界の問

題で比叡山を登れなかった女性の為に、唐招提寺や華山寺で舎利会が行われた

ことが記されています。実は比叡山の僧侶は十世紀後半から男性も女性も参加

できる舎利会を行いはじめました？『今昔物語集jや『栄華物語Jなどによれ

ば、僧侶は山を登れない母親のために、比叡山の舎利の巡行を当時の都である

平安京で始め、さらに踊りや音楽をその巡行に含むことによって極楽浄土の様

子を再現したと思われました？舎利会を行った僧侶は300人以上で、 一目見ょ

うと集まって来た人々は相当な数に上ったと考えられます？

中世の往生伝にも舎利信仰と極楽往生の深い関連を暗示している記述がよく

見られます。例えば、 『本朝新修往生伝j（第9）には四天王寺の舎利に巡礼し

た蓮妙という尼が、西を向いて念仏を唱えながら、女性であっても往生できた
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と述べられています？このように十二世紀後半になると、男女限らず、舎利や

塔の供養によって極楽往生や兜率天往生を得る事が出来るという概念は一般的

になり、この事は真言僧覚禅の『覚禅紗Jなどの文献にも見られます？

有名な『七大寺巡礼私記』を書いたといわれている大江親通（ ?-1151）は

舎利に深い関心を持ち、『一切設利羅集Jも書きました？『本朝新修往生伝』

（第41）では『一切設利羅集Jは『駄都抄Jとされ、そこで編集の動機を説明

しています？これによると、当初釈迦の浬繋から千年を越える距離を長く感じ

た親通は、舎利を見る事によって釈迦の浬繋（死）の距離を越え、釈迦そのも

のと再び巡り会うことができるように思い、舎利粒や経典の舎利に関する説明

や様々な舎利に見られる霊験を現わす話しを集め始めた、とあります。こうし

て親通は舎利信仰に関する情報を収集し、膨大な『一切設利羅集Jを書き残し

たのです。

また舎利は貴族社会の支配層によって一門の法要のためにも供えられたと考

えられます。例えば、『玉葉』には九条兼実がその姉である皇嘉門院（1121-

1181）と共に舎利講を行った、とあります。舎利講は毎度十九日に行われまし

たが、それは彼等の父である藤原忠通 (1097-1164）の月命日だ、ったからだと

考えられます？詳しくには述べられていませんが、その舎利講では『法華経J

「知来寿量品」に表れる永遠である久遠釈迦についても説法・論議が行われた

ようで、す？

結び

このように12世紀後半から九条家出身の皇嘉門院や兼実やその弟慈円は頻繁

に舎利講を聞き、仏舎利がその頃の宗教生活に極めて重要な位置を占めていた

ことがわかります。しかも、舎利講の文学的な面は「如来寿量品」の説法・論

議に限られず、谷知子氏の指摘した通り？舎利講は和歌を詠む場にもなりまし

た。つまり、兼実や慈円は他の歌人達と一緒に舎利講の場で、和歌を作っていた

のです。兼実の子藤原良経の家集『秋篠月清集Jの釈経部20首の中14首は舎利
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講の際に詠まれました。しかも、『法華経Jや中国天台開祖の智顕に指摘され

た一切存在を示す「十如是」についてよく詠まれていました。

このように、舎利講では『法華経』や久遠釈迦が強調される事に注目して頂

きたいと思います。なぜなら、釈迦は永遠・不滅であるにもかかわらず、末法

の時代という事で釈迦との距離を感じる人々にとっては、舎利はこの世界にお

いて釈迦を象徴し、その存在を感じることの出来る最たる物だったからではな

いでしょうか。しかも、慈円やその周りの歌人が極めて抽象的なテーマとして

十如是を選んだ理由は、舎利も如是もそれぞれ最たる物・記号やすべての存在

の実相として末法で見える社会や自然の無常を超えるからだ、ったではないでし

ょうか。

鎌倉中期には周知の通り、明恵や貞慶などが「舎利講式」を書き残し、最近

ではその講式に関する研究が仏教文学においては盛んになっています？確かに、

叡尊と僧侶達は鎌倉南都仏教の舎利信仰において中心的な人物として活躍しま

した。しかし、舎利信仰が盛んになったのは、鎌倉時代からでしょうか。今日、

申し上げましたように、平安中期における記録や文学には舎利信仰が色濃く反

映していたのです。しかも、鎌倉時代の舎利信仰の中心人物であった明恵や貞

慶や叡尊は南都仏教の舎利伝統にも密教の舎利信仰にも関連していたので、舎

利信仰のルーツや裏付けるコンテクストは平安時代又は奈良時代までに遡ると

言っても過言ではありません。舎利と日本文学の関連は本生護や壇越である王

のモチーフに基づき、中世前期の複数のジャンルにまたがって描かれ、その基

本モチーフは様々な書物や儀礼・儀式に改めて表現されましたo さらに過去に

おいては死のシンボルであった物が宝珠となって再び社会の表舞台に現れ、物

語を紡ぐ語り手達にとっては様々な作品を産み出す豊かな泉となったのではな

いでしょうか。
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［注］

①有名な例はインドのサーンチーの塔である。

② f大正新情大蔵経J（高楠順次郎、渡遁海旭編、大正新情大蔵経刊行会、 1924-1935）第25巻、

no.1509、87頁下段－88頁下段。

③ f大蔵経j第16巻、 no.665、450頁下段－453頁上段。

④『阿育王伝J（大蔵経第五十巻、 no.2042)103頁上段、 llO頁中段－lll頁上段。

⑤敏達天皇13年9月、 『日本古典文学大系J第68巻、 148・149頁。

⑥渡部真弓 『神道と日本仏教J（ぺりかん社、 1991)31頁、 45-46頁（注28）。

⑦景山春樹 『舎利信仰ーその研究と史料』（東京美術、 1986)77頁。

⑧ f続日本紀j文武4年3月10日。

⑨『大日本仏教全書j第ll3巻、 ll9頁。

⑩ f御請来目録J(r大蔵経j第55巻、 no.2161)参照。
⑪ 『大蔵経j第77巻no.2431、4ll頁中段。

⑫同 4ll頁下段。

⑬関連の史料の数は多いが、主な作品は 『御質抄J（『続群書類従J25下）、 f後七日御修法部類J（同）、

『永治二年真言院御修法記j（同）、 『後七日諸日記J（金沢文庫280之5、影写本）、 f後七日御修法記j

（東京大学史料編纂所3014之65、影写本）、 『御修法之記J（同2014之163、影写本）、 『覚禅紗j「後七

日」（『大蔵経 図像部j第五巻、 no.3022、653頁下段－681頁下段）である。

⑭釈迦の三十二相と数的に一致している事はいうまでもない。

⑮しかも、空海が室生山という聖地でその師恵果から授かった如意宝珠を埋めた事も伝えている

（『大蔵経』第77巻、 no.2431、412頁下段－ 413頁下段）。

⑮弘法大師信仰に関しては橋本初子 f中世東寺と弘法大師信仰j第2章、「大師請来仏舎利の信仰」

（思文問、 l卯0）参照。

⑫馬淵和夫、小泉弘、今野達編 f三宝絵注好選J（新日本古典文学大系31、岩波書店、 1997)8-14 
頁、 32-35頁、 44-49頁。

⑬日本思想大系7r往生伝法華験記J（岩波書店、 1974)520頁。
⑮ 『日本紀略』貞元2年（977) 4月21日条参照。

＠日本古典文学大系 『栄華物語j巻第22「祇陀林寺舎利会」、 150-152頁。『日本紀略j高寄元年4月

21日参照。

＠横田隆志「舎利をめぐる法会と説話－ r三宝絵j下巻「比叡舎利会Jを読むJ（『国語と国文学J第
925号（2000年12月）、 7・19頁参照。

⑫『往生伝法華験記J685頁。

＠「舎利」 『大蔵経』図像部第5巻no.3022参照。

＠鎌倉初期頃の山岸文庫古写本又は善通寺蔵本などがある。牧野和夫「『一切設利羅集j零本、影

印・解説」（『年報 実践女子大学文芸資料研究所j第7号、 1988、ll9-153頁）、落合博志、「普通

寺蔵 f一切設利羅集J－影印並びに引書考証一」（『調査研究報告j第18号、 1997、237・284頁）参

照。

⑮第41、日本思想大系7 『往生伝法華験記J693-694頁。

＠文治3年2月19日条（図書刊行会、 1907）。

⑫同治承元年10月19日条。

⑫谷知子「大機法院の舎利報恩会と和歌」（久保田淳編『論集 中世の文学j韻文篇 明治書院、
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1994、240-261頁）、「新古今歌人の十知是の和歌について一九条家の舎利講を舞台として－J（『語

文j大阪大学国語国文学会編、第59輯、 1992、12・20頁）、「九条家の舎利講と和歌」（『中世文学』

第37号、 1992、29-38頁）。

＠講式研究会「貞慶舎利講式五題」（『大正大学綜合仏教研究所年報J17、1995、172・252頁）参照。

＊肘踊要旨

張哲俊氏は、舎利信仰は中国・韓国でも普遍的な信仰で、現在でも行われている、舎利には「珠J

の舎利と「肉身Jの舎利の二種類があり、また、思想面においても、信者の願いを叶える力がある、

高僧の功徳を示す、という二面がある、前者は迷信であり、仏教はこのような迷信を本来排除するも

のであり、全体として思想面ではそれほど重要ではないと思うがどうか、と尋ね、発表者は、舎利は

経典においても、如意宝珠として、功徳の証拠であると同時に信者の願いを叶える力を持つとされ、

これは迷信ではなく仏教の中心的な思想である、 『法苑珠林jには舎利の霊験語を集めた章があるく

らいだ、しかし権力との関係、コミュニテイの中で果たす役割など、まだまだ研究が進んでいない、

功徳と霊験を分離して考えるのは、前近代のアジアにはなく、 19世紀になってプロテスタント系の宣

教師が持ち込んだものであろう、と答えた。

カンヤラニー・シタスワン氏は、タイ人はほとんど仏教徒で、幼い頃から舎利をお守りとして持っ

ている、これは迷信ではなく信仰である、と発言し、発表者は、今回の発表の趣旨と合致する興味深

い現象だ、と答えた。
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